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公民館グループの紹介
No. 種別 グループ名 内　　容 活動日 時間 会員数
1

文学系
風の道 俳句会 御代田支部 俳句 月1回　第4 日 午後1時～5時 19

2 御代田短歌会 短歌を詠む 月1回　第2 木 午後1時～4時 7
3 俳句道場　五月会 俳句会 月1回　第1 金 午後1時～4時 12
4

芸術系

キツツキの会 木彫 月1回　第3 木 午後1時～5時 8
5 遊土会 陶芸 月2回　第2,4 土 午前9時～午後5時 11
6 龍書会 書道、刻字 月2回　第1 水　第3 土 午前9時～午後5時 7
7 ななかまど 陶芸 月4回　第1,3　日　第2,4 火 午前9時～午後5時 12

8 とんぼの会 陶芸 月4回　木 午後1時～5時（月2回）
午後6時～10時 8

9 うつわの会 陶芸 月3回　第3 水　第2,4 日 午前9時～午後5時 10
10

音楽系

童謡と唱歌を愛する会 コーラス 月1回　第1 水 午後7時～9時30分 29
11 文化筝みよた 文化筝 月1回　第4 木 午後1時～5時 8
12 御代田コーラス コーラス 月4回　木 午後8時～9時30分 26
13 浅霧会　御代田支部 大正琴 月2回　土 午後6時～9時 13
14 コカリナアンサンブル　桜 コカリナ演奏 月2～3回　不定期　 午後1時～5時 50
15 歌謡グループ　ひろみ会 歌謡教室 月2回　第1,3 水 午後1時～3時 49
16

生活教養

フラワーアレンジメント さくら フラワーアレンジ 月1回　第1 火 午後1時30分～3時30分 16
17 押し花会 押し花 月1回　土 午後1時～5時 8
18 パッチワークの会 手芸 月1回　第3 水 午後1時30分～3時30分 10

19 書道愛好会 書道 月2回　（不定期） 夏期：午後7時30分～9時30分
冬期：午後7時～9時 12

20 絵手紙教室　御代田 絵手紙を書く 月1回　第2 水 午前9時～正午 13
21 スポレク 御代田太極拳協会 太極拳 月2～3回 火 午後7時30分～8時45分 5
22 スポーツダンス スポーツダンス 月4回　金 午後7時～9時30分 15
23 舞踊系 ひまわりの会 舞踊 月2回　第2,4 火 午後7時30分～9時30分 5
24

その他

岳風会 詩吟 月2回　第2,4 水 午後1時30分～3時30分 21
25 外国籍住民のための日本語教室 日本語教室 月4回　日 午後2時～3時30分 21
26 ウィークエンド英会話 英会話の学習 月3回　日　 午後7時～8時 9
27 虹の橋中国語教室 中国語の学習 月3回　土（不定期） 午前10時～正午 8
28 ハンマウム韓国語教室 韓国語の学習 月4回　木 午後6時30分 ～8時40分 15

　7月5日（木）に21名の参加者と共に岡谷蚕糸博物館と電産
サンキョーオルゴール記念館「すわのね」の視察を行いました。
　岡谷蚕糸博物館では29年度の歴史講座で講師を依頼し
た高林館長に館内を案内していただきました。館内の貴
重な繰糸機の見学後、併設している宮坂製糸場で実際に
稼働している繰糸機を見学しました。繭の煮える匂いや
生糸を生成する様子を体感できた事は動態展示ならでは
の貴重な経験となりました。
　オルゴール記念館では美しい音色のオルゴールをスク
リーン映像と演者によるライブショーで紹介いただいた
ことで、楽しみながら聴くことができました。
　視察研修は年2回実施しておりますので、皆さまの参加
をお待ちしております。

　「スマホを買ったけど使い方が分からない」「聞きたい
けど誰に聞いていいか分からない」そのような声に応える
ため、まずは使ってみて、出た疑問をすぐに聞ける講座
を始めました。
　講師はNPO法人こもろ情報ひろばから佐藤重理事をお
招きし、参加者20名と共に開講しました。参加者は説明
を聞きながらスマホを操作し、質問を通して理解を深め
ているようでした。
　好評につき12月にもう一度開講予定です。皆さまの参
加をお待ちしています。

「岡谷蚕糸博物館を訪ねる」「岡谷蚕糸博物館を訪ねる」 0から始める0から始める

スマートフォン講座スマートフォン講座
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御代田町公民館

　

寺
沢
区
は
浅
間
山
の
麗
、
海
抜
千

メ
ー
ト
ル
林
道
の
近
く
で
、
佐
久
平

を
一
望
で
き
る
大
変
景
色
の
良
い
戸

数
８
戸
、
総
人
数
20
数
名
の
小
さ
な

区
で
す
。

　

分
館
活
動
は
少
人
数
と
区
民
の
高

齢
化
が
進
み
、
分
館
の
事
業
が
少
な

く
、
町
の
事
業
を
主
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

分
館
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
８
月

の
お
盆
に
は
花
火
大
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

日
頃
、
他
地
区
へ
出
て
い
て
会
う 　

本
年
４
月
よ
り
副
公
民
館
長
に
就
任
し

ま
し
た
尾
台
羊
一
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
引
き
継

が
れ
て
き
た
事
業
を
基
に
、
世
代
を
超
え

た
交
流
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
私
も
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
地
域
の
魅

力
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

面
替
区
は
浅
間
山
を
一
望
で

き
、
区
の
北
側
に
は
湯
川
が
流

れ
、
と
て
も
景
観
の
良
い
区
で

す
。

　

分
館
の
行
事
は
、
５
月
・
10

月
２
回
の
ゴ
ル
フ
大
会
、
６
月

区
民
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
８
月
納
涼
盆
踊
り
、
１
月

伝
統
行
事
で
あ
る
ど
ん
ど
焼
き

　

広
戸
区
は
60
戸
に
満
た
な
い

小
さ
な
区
な
の
で
、
区
民
の
皆

さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
、
様
々
な
分
館
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
６
５
歳
野
球
、
盆
野
球
は

長
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
龍
神

ま
つ
り
で
は
舞
踊
流
し
に
参
加

し
、
町
民
運
動
会
で
は
、
区
民

が
一
致
団
結
し
毎
年
上
位
の
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
薬
師
様
念
仏
、
山

の
神
、
お
十
九
夜
様
、
お
彼
岸

念
仏
な
ど
の
伝
統
行
事
や
、
小

学
生
を
中
心
と
し
た
獅
子
舞
や

ど
ん
ど
焼
き
の
行
事
も
毎
年
行

い
、
区
の
伝
統
を
継
承
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
方
々
に
よ
る
サ
ロ
ン
を
毎
月

開
催
し
、
年
配
の
方
々
と
ゲ
ー

ム
や
茶
話
会
を
行
っ
て
区
民
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

広
戸
区
は
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
伝
統
行
事
な
ど
の

継
承
や
様
々
な
町
の
活
動
に
参

加
す
る
の
が
年
々
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

寺沢区分館長
柳沢 祥一 さん

副公民館長
尾台 羊一 さん

面替区分館長
茂木 和彦 さん

18
分
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
３
分
館
の
活
動
報
告
・
分
館
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 介
紹
動
活
館
分

広戸区分館長
栁澤 弘幸 さん

　

　　　

を
行
い
、
区
民
の
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
行
事
の
龍
神
ま

つ
り
の
舞
踊
流
し
、
10
月
の
町

民
運
動
会
、
き
な
ん
し
ま
つ
り

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
運
動
会
は
選
手
集
め
が

大
変
で
、
子
ど
も
た
ち
も
少
な

い
た
め
に
参
加
で
き
な
い
種
目

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
区

民
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
み
平
均
年

齢
も
61
歳
以
上
に
な
る
の
で
、

よ
り
各
世
代
が
助
け
合
い
、
交

も
協
力
し
て
交
流
と
伝
統
の
継

承
が
行
え
る
よ
う
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

流
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
や
、
孫

た
ち
、
他
家
族
と
の
親
睦
を
深
め
、

交
流
す
る
、
短
い
時
間
で
す
が
楽
し

く
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
事
業
、
分
館
活
動

を
通
じ
て
、
区
民
の
交
流
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

副
公
民
館
長
就
任
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